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(57)【要約】
【課題】テレビ（ＴＶ）においてもＰＣ等と同様に、動
画共有サービスを利用したいという要求がある。しかし
、例えば、動画について書込み操作を行おうとすると、
煩雑であり、これを解決することが課題となっていた。
【解決手段】実施形態の動画表示装置は、動画共有サイ
トに配信された動画を表示部に表示する動画表示手段を
備える。また、前記動画を表示中にＵＲＩの送信要求を
受信した場合は、前記表示中の動画のＵＲＩとは異なる
ＵＲＩを出力するＵＲＩ出力手段を備える。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示する動画表示手段と、
　前記動画を表示中にＵＲＩの送信要求を受信した場合は、前記表示中の動画のＵＲＩと
は異なるＵＲＩを出力するＵＲＩ出力手段を備える動画表示装置。
【請求項２】
　前記動画のＵＲＩとは異なるＵＲＩは、前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹
介するページのＵＲＩである請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項３】
　前記動画のＵＲＩとは異なるＵＲＩは、共有動画に書込みを行うことが可能なページの
ＵＲＩである請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項４】
　前記動画表示装置は、当該動画表示装置とは異なる装置から出力された前記ＵＲＩの送
信要求を受信し、これに応じて、前記ＵＲＩを出力する請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項５】
　第１の動画を複数の画面サイズの形式で出力可能に構成する動画共有サイトのＵＲＩを
受信するＵＲＩ受信手段と、
　前記第１の動画が出力される形式を、前記受信された動画共有サイトのＵＲＩに基づい
て前記複数の画面サイズの形式の中から指定する動画出力形式指定手段をさらに備え、指
定された動画出力形式で前記動画を表示する請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項６】
　前記受信された動画共有サイトは、前記動画共有サイトとは異なるが前記動画共有サイ
トに関連する動画である第２の動画を出力可能な関連動画共有サイトに係る情報を備える
請求項５に記載の動画表示装置。
【請求項７】
　前記表示中の第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを記録するＵＲＩ記録部を備え
る請求項５に記載の動画表示装置。
【請求項８】
　前記表示中の第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを記録するＵＲＩ記録部を備え
、前記動画表示装置とは異なる装置から出力されたＵＲＩの送信要求を受信した場合に、
このＵＲＩ記録部に記録された前記動画共有サイトのＵＲＩを出力する請求項５に記載の
動画表示装置。
【請求項９】
　動画共有サイトに配信された動画を表示する表示部と、
　前記動画共有サイトに配信された動画を前記表示部に表示する動画表示手段と、
　前記動画を表示中にＵＲＩの送信要求を受信した場合は、前記表示中の動画のＵＲＩと
は異なるＵＲＩを出力するＵＲＩ出力手段を備える動画表示装置。
【請求項１０】
　動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示するステップと、
　前記動画を表示中にＵＲＩの送信要求を受信した場合は、前記表示中の動画のＵＲＩと
は異なるＵＲＩを出力するステップを備える動画表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、動画共有サービス等から配信された動画を受信し、表示部に表示
（再生）する動画表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、インターネットの普及により、動画共有サービスで配信された動画を受信し、パ
ーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の表示部に表示（再生）するシステムが普及しつつある



(3) JP 2012-50017 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

。
【０００３】
　近年、テレビ（ＴＶ）においてもＰＣ等と同様に、動画共有サービスを利用したいとい
う要求がある。
　テレビ（ＴＶ）において、ＰＣ等と同様の共有サービスを行っている動画共有サイトへ
の書込み操作を行う際に、例えば文字入力を行う場合は、オンスクリーンキーボードやＴ
Ｖ用のリモートコントローラ（リモコン）を利用することが一般的である。
【０００４】
　しかし、書込み操作の際に、このようなオンスクリーンキーボードやＴＶ用のリモート
コントローラを利用すると、ＰＣのキーボード等の利用に比べ、ユーザは煩雑に感じると
いう問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２９０５５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　テレビ（ＴＶ）においてもＰＣ等と同様に、動画共有サービスを利用したいという要求
がある。しかし、例えば、動画について動画共有サイトへの書込み操作を行おうとすると
、煩雑であり、これを解決することが課題となっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の動画表示装置は、動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示する動画
表示手段を備える。
　また、前記動画を表示中にＵＲＩの送信要求を受信した場合は、前記表示中の動画のＵ
ＲＩとは異なるＵＲＩを出力するＵＲＩ出力手段を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステム構成を示す
図。
【図２】実施形態に係わる第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを、制御装置（ＰＣ
）が受信した際の表示画面の一例を示す図。
【図３】実施形態に係わる動画表示装置において、動画（第１の動画）に係る動画共有サ
イトのＵＲＩを受信した場合、および動画（第１の動画）に関連する動画である関連動画
（第２の動画）に係る動画共有サイトのＵＲＩを受信した場合に、表示される表示画面を
示す図。
【図４】実施形態に係わる動画表示装置の構成を説明するブロック図。
【図５】実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステムの流れを説
明する図。
【図６】実施形態に係わる動画表示装置における処理を説明するフローチャートの前半部
を示す図。
【図７】実施形態に係わる動画表示装置における処理を説明するフローチャートの後半部
を示す図。
【図８】ＵＲＩにおけるＭＩＭＥタイプの例を示す図。
【図９】実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステム構成の他の
例を示す図。
【図１０】実施形態に係わる第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを、制御装置（Ｐ
Ｃ）が受信した際の表示画面の他の例を示す図。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　動画共有サービス（ｖｉｄｅｏ　ｈｏｓｔｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）とは、インターネ
ット上のサーバに不特定多数の利用者が投稿した動画（動画コンテンツとも呼ぶ）を、不
特定多数の利用者で共有し、視聴出来るサービスである。
【００１０】
　この実施の形態においては、動画共有サービスで配信された動画を共有動画、あるいは
動画とも呼ぶ。また、共有動画に関連する共有動画を関連共有動画、あるいは関連動画と
も呼ぶ。
【００１１】
　また、一般に、動画共有サイトは、動画（動画コンテンツ）に直接アクセスするのでは
なく、まず、その動画を含むウェッブサイト（ウェブページ）のＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ
　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）にアクセスし、そこから動画を取得して再
生するように構成されている。
【００１２】
　また、動画共有サイトにおいては、動画を提供することだけでなく、再生された動画に
対して、視聴者がコメントを記入したり、動画にレーティングを行ったり、動画を知人に
推薦したり、あるいは動画を保存したり等、多くの機能が提供されている。
【００１３】
　そして、例えばパーソナルコンピュータ（ＰＣ）は、キーボード等を備えており、上記
コメントの書き込み操作を比較的容易に行いやすいため、動画共有サービスに適している
。
【００１４】
　テレビ（ＴＶ）においてもパーソナルコンピュータ（ＰＣ）と同様に、動画共有サービ
スを利用したいという要求がある。しかし、例えば、動画について動画共有サイトへの書
込み操作を行おうとすると、テレビ（ＴＶ）のリモートコントローラ等を用いることにな
るが、ユーザにとっては煩雑であった。
【００１５】
　以下、図面を参照し、実施の形態を説明する。
　図１は、実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステム構成を示
す図である。
　符号１は動画表示（再生）装置（ＴＶ）、符号２は制御装置（ＰＣ）、符号３はサーバ
である。
　この実施の形態においては、動画表示（再生）装置１は、テレビ放送を受信して放送番
組を表示する。また、共有動画も表示する。制御装置２は、パーソナルコンピュータ（Ｐ
Ｃ）である。サーバ３は、例えば、ストリーミングサーバー機能を提供するサーバである
。
【００１６】
　図に示すように、これらの動画表示（再生）装置（ＴＶ）１、制御装置（ＰＣ）２、サ
ーバ３は、それぞれ、インターネットに接続する機能を備え、インターネットを介して接
続される。
【００１７】
　この実施の形態においては、動画共有サービスの利用形態の一例として、まずユーザが
、制御装置（ＰＣ）２の操作部（キーボード等）を操作し、インターネットに接続して、
所望の動画共有サイトにアクセスする。
【００１８】
　制御装置（ＰＣ）２は、アクセスした動画共有サイトに掲載された共有動画（動画コン
テンツ）を、制御装置（ＰＣ）２の映像表示部に表示する。
　その後、ユーザは、動画表示装置（再生装置）１で上記共有動画（動画コンテンツ）を
視聴するようにする。
　ユーザは、制御装置（ＰＣ）２の映像表示部に表示されている共有動画（動画コンテン
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ツ）が動画表示装置（再生装置）１に表示（再生）されるように、制御装置（ＰＣ）２を
操作して、動画表示装置（再生装置）１に指示を送信する。
【００１９】
　このとき、後述するように、制御装置２は動画表示装置（再生装置）１に対して、表示
中の共有動画（動画コンテンツ）の動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するペー
ジのＵＲＩ（例えば、図２に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を送信する。
【００２０】
　動画表示装置（再生装置）１は、制御装置２から送信された上記再生指示を受信すると
、サーバ３に対し、制御装置２で表示中の共有動画を動画表示装置（再生装置）１に配信
するように指示する。
【００２１】
　すなわち、動画表示装置（再生装置）１は、指示された動画共有サイトのある動画コン
テンツを紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）のＭ
ＩＭＥタイプから、この動画表示装置（再生装置）１に表示するのに最適な組合せの動画
コンテンツのＵＲＩを得る。
【００２２】
　ここでは動画表示装置（再生装置）１は、上記動画コンテンツを紹介するページのＵＲ
Ｉ（図２（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）にアクセスして得られるデ
ータ（例えばHTML形式で記述）を解析し、図３（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/a
bcde/1080/mpeg4」を得て、サーバ３に配信指示する。
【００２３】
　なお、この動画コンテンツのＵＲＩを得る際には、例えば前記ある動画コンテンツを紹
介するページに含まれる動画コンテンツのアイテムリスト（例えばXML形式で記載される
）を取得する。ここでは、このアイテムリストには、解像度、フォーマット、タイトル名
、ＵＲＩなどの情報がアイテム毎に記載されているものとする。
【００２４】
　動画表示装置（再生装置）１では、これらの情報から最も表示に適したアイテムを選択
し、この選択した動画コンテンツのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1
080/mpeg4」）を得る。
【００２５】
　サーバ３は、動画表示装置（再生装置）１から送信された動画配信指示を受信すると、
指示されたＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）の動画コ
ンテンツを動画表示装置（再生装置）１に向けて配信する。
【００２６】
　動画表示装置（再生装置）１は、サーバ３から配信された、動画コンテンツ（ここでは
、ＵＲＩは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）を受信し、動画表示装置（
再生装置）１の映像表示部に表示する。
【００２７】
　また、制御装置２で表示していた前記ある動画コンテンツを紹介するページ内の動画コ
ンテンツが動画表示装置（再生装置）１の映像表示部に表示されると、この共有動画の再
生制御（再生、停止、早送り、逆戻し等の制御）は動画表示装置（再生装置）１で行うこ
とが可能になる。
【００２８】
　ここでは、共有動画の表示が制御装置２から動画表示装置（再生装置）１に移動すると
、これに連動して、その動画の制御も動画表示装置（再生装置）１側に移動する。これ以
降は、共有動画の再生制御は、動画表示装置（再生装置）１側で制御することが可能であ
る。
【００２９】
　また、ユーザが動画表示装置（再生装置）１を操作することにより、共有動画の再生制
御（再生、停止、早送り、逆戻し等の制御）を行うことが可能であるが、共有動画に対す
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る書き込み操作も、行うことが可能である。
【００３０】
　上記のように、動画表示装置（再生装置）１においては、ユーザが動画表示装置（再生
装置）１を操作する際は、ＴＶ用のリモートコントローラ等が用いられる。
　共有動画の再生制御（再生、停止、早送り、逆戻し等の制御）は、ＴＶ用のリモートコ
ントローラ等を用いて比較的容易に行うことができ、便利である。
　しかし、共有動画に対する書き込み操作は文字入力を行う必要があるが、ＴＶ用のリモ
ートコントローラ等を用いると複雑となり、ユーザにとっては利便性の点で改善が望まれ
る。
【００３１】
　そこで、この実施の形態においては、共有動画に対する書き込み操作については、制御
装置（ＰＣ）２を用いて行うようにする。
　このとき、動画表示装置（再生装置）１は制御装置（ＰＣ）２に、表示中の共有動画の
動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（http://www.yyyyyyy.com/abcde/）を送信す
る。
【００３２】
　すなわち、この実施の形態においては、上記表示中の共有動画のＵＲＩ（http://www.y
yyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4）を送信するのではなく、表示中の共有動画のＵＲＩとは
異なるＵＲＩ、すなわち、例えば、表示中の共有動画（動画コンテンツ）の動画共有サイ
トのある動画を紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」
）を送信する。
【００３３】
　そして、共有動画に対するコメント等の書き込みは、動画表示装置（再生装置）１から
ではなく、制御装置（ＰＣ）２からサーバ３に対して行われる。
　図２は、実施形態に係わる共有動画（第１の動画）に係る動画共有サイトのＵＲＩを、
制御装置（ＰＣ）が受信した際の表示画面の一例を示す図である。
　上記のように、この実施の形態においては、まず、動画（第１の動画）に係る動画共有
サイトを制御装置（ＰＣ）で受信した後に、動画（第１の動画）の再生制御が動画表示装
置（再生装置）１に移行するが、ここでは、動画（第１の動画）に係る動画共有サイトを
制御装置（ＰＣ）で受信した際の表示を説明する。
【００３４】
　図２（ａ）は、この制御装置（ＰＣ）２の表示画面を示す図である。
　符号２は、制御装置（ＰＣ）である。ここでは、制御装置（ＰＣ）２の映像表示部（動
画表示（再生）ＰＣ画面）である。
　符号４ａは、ある動画共有サイトのＵＲＩである。制御装置（ＰＣ）２においては、ま
ず、動画共有サイトのＵＲＩを用いて、サーバ３から配信される動画共有サイトの動画コ
ンテンツを紹介するページに係る情報を取得する。同時に、制御装置（ＰＣ）２に適した
形式（フォーマットや画面サイズ）で動画や関連動画、コメント等を取得する。そして、
これらを一つの表示画面に並べ、制御装置（ＰＣ）２の映像表示部に表示する。
【００３５】
　ここでは、動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩは、例えば
、「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」である。
【００３６】
　符号５は、この動画共有サイトで配信される動画のタイトルである。ここでは、動画の
タイトルは、「生後２か月のライオンの赤ちゃん」である。
　符号６は、この動画共有サイトで配信される動画である。また、符号７は、動画に関す
る書き込み等である。ここには、コメントや動画の説明が書き込まれている。そして、こ
こでは、「イスラエルの動物園で２か月前に生まれたライオンの赤ちゃん。オスとメスの
２匹の赤ちゃんは、初めての予防接種を受けた。２０１０年７月２６日、カテゴリ:ペッ
トと動物」となっている。
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【００３７】
　符号８ａは、関連動画共有サイトで配信される情報である。上記のように、関連動画は
動画共有サイトで配信される動画に関連する動画である。ここでは、この関連動画共有サ
イトで配信される動画は関連動画１である。また、タイトルは、「ライオンの赤ちゃん」
である。また、ここでは動画表示（再生）回数１０００回とこの関連動画共有サイトのＵ
ＲＩが絶対アドレス「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」を省略した形式である「abcfg」
と表示されている。
【００３８】
　符号８ｂも同様に、関連動画共有サイトで配信される情報である。上記のように、関連
動画は動画共有サイトで配信される動画に関連する動画である。ここでは、この関連動画
共有サイトで配信される動画は関連動画２である。また、タイトルは、「アフリカサファ
リ」である。また、ここでは、動画表示（再生）回数１０１０回とこの関連動画共有サイ
トのＵＲＩが上記と同様に絶対アドレスを省略した形式である「safari1010」と表示され
ている
【００３９】
　符号８ｃも同様に、関連動画共有サイトで配信される情報である。上記のように、関連
動画は動画共有サイトで配信される動画に関連する動画である。ここでは、この関連動画
共有サイトで配信される動画は関連動画３である。また、タイトルは、「ライオンとトラ
」である。また、ここでは動画表示（再生）回数１０１２回とこの関連動画共有サイトの
ＵＲＩが上記と同様に絶対アドレスを省略した形式である「tiger1012」と表示されてい
る
【００４０】
　図２（ｂ）は、この動画共有サイトから送信される動画の、送信可能な複数の形式を示
す表である。
　ここでは、動画表示装置（再生装置）１は、符号６１を付したフォーマットと符号６２
を付した画面サイズを受信側の性能に合わせ、選択可能である。
　例えば、この動画共有サイトにおいては、フォーマット６１は「mpeg4」、「flash」で
選択送信可能である。また、画面サイズ６２は、「1080」、「720」、「480」、「360」
で選択送信可能である。
【００４１】
　図３は、実施形態に係わる動画表示装置において、動画（第１の動画）に係る動画共有
サイトのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を受信した場合、およ
び動画（第１の動画）に関連する動画である関連動画（第２の動画）に係る動画共有サイ
トのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」）を受信した場合に、表示される表示
画面を示す図である。
【００４２】
　上記のように、この実施の形態においては、動画（第１の動画）に係る動画共有サイト
を制御装置（ＰＣ）２で受信した後に、動画（第１の動画）の制御が動画表示装置（再生
装置）１に移行する。ここでは、動画（第１の動画）の制御が動画表示装置（再生装置）
１に移行した際の表示について説明する。
【００４３】
　図に示すように、この実施の形態に係る動画表示装置（再生装置）１においては、動画
等の表示形態が、制御装置（ＰＣ）２とは異なっている。
　図３（ａ）は、この動画表示装置（再生装置）１の表示画面を示す図である。
　符号１は動画表示装置（再生装置）である。ここでは、動画表示装置（再生装置）１の
映像表示部（動画表示（再生）ＴＶ画面）である。
　符号４ｂは動画のＵＲＩである。「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」と表
示されている。
　動画表示装置（再生装置）１は、上記と同様に動画共有サイトのＵＲＩである「http:/
/www.yyyyyyy.com/abcde/」を受信すると、まず、動画表示装置（再生装置）１自身の映
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像表示能力等に基づいて、精細な映像表示を行えるように、適切なフォーマットと画面サ
イズを決定する。
【００４４】
　そして、決定されたフォーマットと画面サイズに基づいて、動画表示装置（再生装置）
１は、指示された動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（ここ
では「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）のＭＩＭＥタイプから、この動画表示装置（
再生装置）１に表示するのに最適な組合せの動画コンテンツのＵＲＩを得る。
【００４５】
　動画表示装置（再生装置）１は、上記動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（図２
（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）にアクセスして得られるデータ（例
えばHTML形式で記述）を解析し、図３（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/108
0/mpeg4」を得る。
【００４６】
　この得られた動画コンテンツのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4
」）に基づいて、サーバ３から適切な動画を取得する。そして、動画表示装置（再生装置
）１の表示部に表示する。
【００４７】
　図３（ｄ）は、この動画共有サイトから送信される動画の送信可能な複数の形式を示す
表である。
　ここでは、この動画表示装置（再生装置）１に適切なフォーマット６１は「mpeg4」、
画面サイズ６２は「1080」が、上記のように、決定されている。
　この実施の形態においては、この動画表示装置（再生装置）１で決定されたフォーマッ
ト６１と画面サイズ６２（すなわちフォーマット６１は「mpeg4」、画面サイズ６２は「1
080」）に基づいて、共有動画が取得され、映像表示部に表示される。
【００４８】
　また、この実施の形態においては、共有動画（動画）に係る表示と関連動画に係る表示
は一つの画面に並べて表示するのではなく、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１により映像
の表示に関する制御が行われ、共有動画（動画）に係る表示と関連動画に係る表示は異な
る画面に分けて表示される。
【００４９】
　次に、これらの共有動画と関連動画の表示形態の一例について、説明する。
　図３（ａ）は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１の映像表示部に表示される共有動画（
動画）に係る表示である。ここでは、共有動画（動画）に係る表示が行われる。
【００５０】
　符号５はこの動画共有サイトで配信された共有動画（動画）のタイトルである。ちなみ
に、この動画共有サイトの動画を紹介するページのＵＲＩは、「http://www.yyyyyyy.com
/abcde/」である。
【００５１】
　ここでは、動画のタイトルは、「生後２か月のライオンの赤ちゃん」である。
　符号６は、この動画共有サイトで配信された上記共有動画（動画）である。また、符号
７は、共有動画（動画）６に対してコメントや動画の説明が書き込まれた、書き込みであ
る。ここでは、「イスラエルの動物園で２か月前に生まれたライオンの赤ちゃん。オスと
メスの２匹の赤ちゃんは、初めての予防接種を受けた。２０１０年７月２６日、カテゴリ
　：ペットと動物」となっている。
【００５２】
　また、図３（ｂ）は、上記共有動画（動画）６に関連する共有動画に係る表示画面であ
る、関連動画に係る表示である。これらも動画表示（再生）装置（ＴＶ）１の映像表示部
に表示される。
【００５３】
　上記のように、この実施の形態における動画表示装置（再生装置）１において、関連動
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画（関連共有動画）に係る表示は、共有動画（動画）に係る表示とは異なる画面で表示さ
れる。
【００５４】
　ここでも、符号８ａは、上記取得された関連動画共有サイトで配信された情報である。
関連動画１は、この関連動画共有サイトで配信される関連動画である。タイトルは、「ラ
イオンの赤ちゃん」である。また、動画表示（再生）回数１０００回と、この関連動画共
有サイトのＵＲＩが省略形式で「abcfg」と表示されている。
【００５５】
　符号８ｂも同様に、関連動画共有サイトで配信された情報である。関連動画２は、この
関連動画共有サイトで配信される動画はである。また、タイトルは、「アフリカサファリ
」である。また、動画表示（再生）回数１０１０回と、この関連動画共有サイトのＵＲＩ
が省略形式で「safari1010」と表示されている。
【００５６】
　符号８ｃも同様に、関連動画共有サイトで配信される情報である。関連動画３は、この
関連動画共有サイトで配信される動画である。また、タイトルは、「ライオンとトラ」で
ある。また、動画表示（再生）回数１０１２回と、この関連動画共有サイトのＵＲＩが省
略形式で「tiger1012」と表示されている。
【００５７】
　図３（ｃ）は、例えば、ユーザが動画表示（再生）装置（ＴＶ）１のリモートコントロ
ーラ１８等を操作し、上記図３（ｂ）に示す複数の関連動画の中から関連動画１を選択し
た場合の表示の一例を示す図である。
【００５８】
　関連動画１の選択操作は、リモートコントローラ１８を用いても容易に行うことが可能
である。
　動画の表示は、動画表示装置（再生装置）１の映像表示部（動画表示（再生）ＴＶ画面
）に表示される。
　符号５ｂは、関連動画の共有サイトで配信された共有動画（動画）のタイトルである。
ここでは、動画のタイトルは、「ライオンの赤ちゃん」である。
　符号６ｂは、この関連動画の共有サイトで配信された共有動画（動画）であり、「関連
動画１」が表示される。なお、ここでは、関連動画（動画）６ｂに対するコメントや動画
の説明は表示されていないが、上記と同様に、書き込みがされていれば、これを表示する
ことも可能である。
【００５９】
　図４は、実施形態に係わる動画表示（再生）装置（ＴＶ）１の構成を説明するブロック
図である。
　符号２２はアンテナ、符号２３は入力端子、符号２４は選局復調部、符号２５はＴＳ分
離部、符号２６は映像デコーダ、符号２７は映像フレームバッファ、符号２８は映像出力
部、符号２９は音声バッファ、符号３０は音声出力部、符号３１は音声デコーダ、符号３
２は入力端子である。
【００６０】
　符号３３は制御部、符号３３ａはＣＰＵ、符号３３ｂはメモリ部、符号３４はＨＤＤ、
符号３４ａはハードディスク、符号３５はネットワークインターフェース、符号３６は入
出力端子である。
【００６１】
　アンテナ２２で受信されたデジタルテレビジョン放送信号は、入力端子２３を介して選
局復調部２４に供給される。この選局復調部２４は、入力されたデジタルテレビジョン放
送信号から所望のチャンネルの信号を選局し、その選局した放送信号に復調処理を施して
ＴＳ（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｓｔｒｅａｍ）を生成して出力する。
【００６２】
　選局復調部２４から出力されたＴＳは、ＴＳ分離部２５に供給されて、映像成分と音声
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成分とに分離される。このうち、映像成分は、映像デコーダ２６によりデコード処理が施
されて元のデジタルの映像信号に復元された後、映像フレームバッファ２７に格納される
。
【００６３】
　この映像フレームバッファ２７に格納された映像信号は、フレーム単位で映像出力部２
８に読み出され、所定の信号処理が施された後、上記液晶表示パネル１５に供給されて映
像表示に供される。
【００６４】
　また、ＴＳ分離部２５で分離された音声成分は、音声バッファ２９に格納された後、音
声出力部３０に読み出されて、所定の信号処理が施される。そして、音声出力部３０から
出力された音声成分は、音声デコーダ３１によりデコード処理が施されて、デジタルの音
声データに復元された後、アナログ化されてスピーカ１６により音声が再生される。
【００６５】
　また、この動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、入力端子３２を備えている。この入力
端子３２には、例えばＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋ）等の光
ディスクに対して記録再生を行なう光ディスク記録再生機器や外付けＨＤＤ（ｈａｒｄ　
ｄｉｓｋ　ｄｒｉｖｅ）等のような、外部の記録再生機器から出力されるＴＳが供給され
るようになっている。
【００６６】
　入力端子３２に入力されたＴＳは、ＴＳ分離部２５に供給される。そして、ＴＳ分離部
２５は、選局復調部２４から供給されるＴＳと入力端子３２から供給されるＴＳのいずれ
か一方を選択して、映像成分と音声成分とに分離するように動作する。
【００６７】
　ここで、この動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、上記した各種の受信動作を含む種々
の動作を、制御部３３によって制御される。
　制御部３３は、ＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）３３ａを
内蔵している。そして、操作部１７からの操作情報やリモートコントローラ１８から送信
され、受光部１９で受信された操作情報を受け、その操作内容が反映されるように各部を
制御する。
【００６８】
　制御部３３は、メモリ部３３ｂを利用する。このメモリ部３３ｂは、ＣＰＵ３３ａが実
行する制御プログラムを格納したＲＯＭ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）と、ＣＰ
Ｕ３３ａに作業エリアを提供するためのＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏ
ｒｙ）と、各種の設定情報及び制御情報等が格納される不揮発性メモリとを有している。
【００６９】
　また、上記メモリ部３３ｂには、動画表示装置（再生装置）１に関する映像表示能力（
例えば、デコード可能な映像フォーマットや表示可能な画面サイズ）に関する情報も記憶
されている。
【００７０】
　そして、この動画表示装置（再生装置）１は、上記のように動画共有サイトの動画コン
テンツを紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を受信すると
、制御部３３の制御により、メモリ部３３ｂに記憶された動画表示装置（再生装置）１自
身の映像表示能力等を用い、精細な映像表示を行えるように、適切なフォーマットと画面
サイズを決定する。
【００７１】
　そして、決定されたフォーマットと画面サイズに基づいて、動画コンテンツのＵＲＩ（
ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）が得られる。この得られた動
画コンテンツのＵＲＩに基づいて、サーバ３から適切な動画を取得し、動画表示装置（再
生装置）１の表示部に表示する。
【００７２】
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　また、制御部３３は、例えば、内蔵型のＨＤＤ３４に接続されている。この制御部３３
は、ユーザによる操作に基づいて、映像デコーダ２６や音声デコーダ３１から得られるデ
ジタルの映像信号や音声信号等に、暗号化処理や所定の記録フォーマットへの変換処理を
施した後、ＨＤＤ３４に供給してハードディスク３４ａに記録させることができる。
【００７３】
　また、制御部３３は、ユーザによる操作に基づいて、ＨＤＤ３４によりハードディスク
３４ａから所望の映像信号や音声信号等を読み出させ、暗号の解読処理を施した後、映像
フレームバッファ２７や音声デコーダ３１に供給することにより、映像表示や音声再生に
供させることができる。
【００７４】
　さらに、制御部３３は、ネットワークインターフェース３５及び入出力端子３６を介し
て、例えばインターネット等のネットワークに接続されている。
　これにより、制御部３３は、ユーザによる操作に基づいて、ネットワーク上のサーバに
アクセスして所望の映像信号や音声信号等を取得し、映像表示や音声再生に供させたり、
ＨＤＤ３４のハードディスク３４ａに記録させたりすることができる。
【００７５】
　また、上記のように、この動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、制御装置（ＰＣ）２、
サーバ３と、インターネットを介して接続している。
　映像出力部２８は、映像フレームバッファ２７からフレーム単位で供給された映像信号
に対して液晶表示パネル１５で表示可能なフレーム倍速変換処理を施した後、液晶表示パ
ネル１５に供給して映像表示させる。
【００７６】
　映像出力部２８は、映像フレームバッファ２７からフレーム単位で供給された映像信号
を液晶表示パネル１５に出力して映像表示に供させる。
　また、この実施の形態においては、動画表示装置（再生装置）１は、ＤＬＮＡのＤＭＲ
機能を備え、動画に付随する情報として、表示（再生）中の共有動画を紹介するページの
ＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）やメタデータを制御装置（ＰＣ
）２に公開することも可能である。また、これらの情報を、メモリ部３３ｂに記録するこ
とも可能である。
【００７７】
　図５は、実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステムの流れを
説明する図である。
　上記のように、この実施の形態においては、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１、制御装
置（ＰＣ）２、サーバ３はインターネットに接続する機能を備え、それぞれ、インターネ
ットを介して接続されている。
【００７８】
　そして、この実施の形態においては、上記のように、まず、ユーザが制御装置（ＰＣ）
１を操作し、所望の動画共有サイトにアクセスし、共有動画を表示する。このとき、共有
動画は制御装置（ＰＣ）１の表示部に表示される。
【００７９】
　その後、ユーザは動画表示（再生）装置（ＴＶ）１において、共有動画を表示するよう
にする。
　特に図示しないが、具体的には、ユーザは制御装置（ＰＣ）１のキーボードを操作し、
制御装置（ＰＣ）１から動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に対して視聴中の動画共有サイ
トの動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abc
de/」）を送付する。このとき、送付するＵＲＩは、ＭＩＭＥタイプは動画共有サイトを
示すものを送付する。
【００８０】
　図８に、ＵＲＩにおけるＭＩＭＥタイプの例を示す図を示す。
　上記説明したように、この実施の形態においては、動画共有サイトの動画コンテンツを
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紹介するページのＵＲＩは、「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」であり、このＵＲＩの
ＭＩＭＥタイプは動画共有サイトを示している。
【００８１】
　また、送付したＵＲＩに基づいて、制御装置（ＰＣ）１で視聴中の動画共有サイトを動
画表示（再生）装置（ＴＶ）１で再生（表示）するように指示する。
　符号５０１は、制御装置（ＰＣ）１から動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に対して、視
聴中の動画共有サイトのＵＲＩを送付するステップを示している。このとき制御装置（Ｐ
Ｃ）１から動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に出力されるコマンドは、例えば、「ＡＶＴ
：　Ｓｅｔ　ＡＶＴｒａｎｓｐｏｒｔ　ＵＲＩ」である。
【００８２】
　符号５０２は、制御装置（ＰＣ）１で再生（表示）されていた動画を動画表示（再生）
装置（ＴＶ）１に再生（表示）指示するステップである。出力されるコマンドは、例えば
、「ＡＶＴ：　Ｐｌａｙ」である。
【００８３】
　この実施の形態においては、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、制御装置（ＰＣ）１
から受信する動画共有サイトのＵＲＩは、動画共有サイトを示すＭＩＭＥタイプである。
ＵＲＩは、例えば、「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」である。
【００８４】
　すなわち、上記のように、動画表示装置（再生装置）１は、指示された動画共有サイト
のある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/a
bcde/」）のＭＩＭＥタイプから、この動画表示装置（再生装置）１に表示するのに最適
な組合せの動画コンテンツのＵＲＩを得る。
【００８５】
　すなわち、ここでは動画表示装置（再生装置）１は、上記動画コンテンツを紹介するペ
ージのＵＲＩ（図２（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）にアクセスして
得られるデータ（例えばHTML形式で記述）を解析し、図３（ａ）に示す「http://www.yyy
yyyy.com/abcde/1080/mpeg4」を得て、サーバ３に配信指示する。
【００８６】
　なお、この動画コンテンツのＵＲＩを得る際には、例えば前記ある動画コンテンツを紹
介するページに含まれる動画コンテンツのアイテムリスト（例えばXML形式で記載される
）を取得する。ここでは、このアイテムリストには、解像度、フォーマット、タイトル名
、ＵＲＩなどの情報がアイテム毎に記載されているものとする。
【００８７】
　動画表示装置（再生装置）１では、これらの情報から最も表示に適したアイテムを選択
し、この選択した動画コンテンツのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1
080/mpeg4」）を得る。
【００８８】
　この実施の形態においては、図３（ｄ）に示すように、例えば、フォーマットの種類は
「mpeg4」および「flash」である。また、画面サイズの種類は「1080」、「720」、「480
」、「360」である。
【００８９】
　また、上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１のメモリ部３３ｂには、動画表
示装置（再生装置）１に関する映像表示能力（例えば、デコード可能な映像フォーマット
や表示可能な画面サイズ）に関する情報も記憶されている。
【００９０】
　この動画表示装置（再生装置）１は、上記のように動画共有サイトの動画コンテンツを
紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を受信すると、制御部
３３の制御により、メモリ部３３ｂに記憶された動画表示装置（再生装置）１自身の映像
表示能力等を用い、精細な映像表示を行えるように、適切なフォーマットと画面サイズを
決定する。
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【００９１】
　そして、決定されたフォーマットと画面サイズに基づいて、制御部３３において共有動
画サイトの動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde
/」）を得る。そして、この得られた共有動画サイトの動画コンテンツを紹介するページ
のＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）に基づいて、サーバ３から動画表示装
置（再生装置）１に適切な動画のＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4
」）を取得し、動画表示装置（再生装置）１の表示部に表示する。
【００９２】
　すなわち、上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、サーバ３に対して、得
られたＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）の動画送信を指示する
。
【００９３】
　符号５０３は、動画表示装置（再生装置）１が、指示された動画共有サイトの動画コン
テンツを紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）のＭＩＭＥタ
イプから、上記のように、最適な組合せの動画コンテンツのＵＲＩ（ここでは「http://w
ww.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）を得、サーバ３に対して、動画コンテンツの配信
（送信）を指示するステップである。このとき、動画共有サイトのＵＲＩ（「http://www
.yyyyyyy.com/abcde/」）を、例えば、メモリ部３３ｂに記録する。
【００９４】
　符号５０４は、配信（送信）指示された動画コンテンツをサーバ３から動画表示装置（
再生装置）１に送信するステップである。
　これにより、上記図３を用いて説明したように、動画表示装置（再生装置）１は、動画
表示装置（再生装置）１にとって適切な形態で、共有動画を表示することが可能になる。
このため、ユーザは制御装置（ＰＣ）２よりも良好な視聴環境で共有動画を楽しむことが
可能になる。このとき、共有動画の表示制御は制御装置（ＰＣ）２から動画表示装置（再
生装置）１に移り、例えば、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１のリモートコントローラ１
８を用い、ユーザに操作される。
【００９５】
　また、ユーザは、上記のようにリモートコントローラ１８等を操作し、共有動画から共
有動画に関連する関連共有動画を指定し、関連共有動画を表示するように表示を変更する
ことも可能である。
【００９６】
　このとき、上記と同様に、動画表示装置（再生装置）１は、関連動画を紹介するページ
のＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」）を受信する。
【００９７】
　すると、制御部３３の制御により、メモリ部３３ｂに記憶された動画表示装置（再生装
置）１自身の映像表示能力等を用い、精細な映像表示を行えるように、適切なフォーマッ
トと画面サイズを決定する。
【００９８】
　すなわち、そして、上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、サーバ３に対
して、得られたＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/1080/mpeg4」）に基づいて、
動画表示装置（再生装置）１に適切な関連共有動画サイトの送信を指示する。
【００９９】
　符号５０５は、動画表示装置（再生装置）１が、指示された関連動画共有サイトのＵＲ
Ｉ（「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」）から、最適な組合せの動画コンテンツのＵＲ
Ｉ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）を得、サーバ３に対して、関連動
画コンテンツの配信（送信）を指示するステップである。
【０１００】
　上記のように、　すなわち、動画表示装置（再生装置）１は、指示された動画共有サイ
トのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com
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/abcde/」）のＭＩＭＥタイプから、この動画表示装置（再生装置）１に表示するのに最
適な組合せの動画コンテンツのＵＲＩを得る。
【０１０１】
　すなわち、ここでは動画表示装置（再生装置）１は、上記動画コンテンツを紹介するペ
ージのＵＲＩ（図２（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）にアクセスして
得られるデータ（例えばHTML形式で記述）を解析し、図３（ａ）に示す「http://www.yyy
yyyy.com/abcde/1080/mpeg4」を得て、サーバ３に配信指示する。
【０１０２】
　なお、この動画コンテンツのＵＲＩを得る際には、例えば前記ある動画コンテンツを紹
介するページに含まれる動画コンテンツのアイテムリスト（例えばXML形式で記載される
）を取得する。ここでは、このアイテムリストには、解像度、フォーマット、タイトル名
、ＵＲＩなどの情報がアイテム毎に記載されているものとする。
【０１０３】
　動画表示装置（再生装置）１では、これらの情報から最も表示に適したアイテムを選択
し、この選択した動画コンテンツのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1
080/mpeg4」）を得る。
【０１０４】
　このとき、共有関連動画サイトの動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（「http:/
/www.yyyyyyy.com/abcfg/」）を、例えば、メモリ部３３ｂに記録する。
【０１０５】
　符号５０６は、配信（送信）指示された関連動画コンテンツをサーバ３から動画表示装
置（再生装置）１に送信するステップである。
　また、この実施の形態においては、書き込みを行う際は、ユーザは、表示中の共有動画
（または関連共有動画）に対する書き込み制御操作を行う装置を、動画表示（再生）装置
（ＴＶ）１側から制御装置（ＰＣ）２側に移動する。
【０１０６】
　すなわち、共有動画（または関連共有動画）に、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に表
示中の共有動画（または関連共有動画）を制御装置（ＰＣ）２に表示し、制御装置（ＰＣ
）２のキーボードを用いて書き込み７を行う。
【０１０７】
　これにより、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１のリモートコントローラ１８ではなく、
書き込みについては比較的な操作が容易な制御装置（ＰＣ）２のキーボード等を用いて共
有動画（または関連共有動画）に書き込みを行うことができる。
【０１０８】
　具体的には、まず、ユーザは書き込みを行う制御装置（ＰＣ）２を用い、動画表示（再
生）装置（ＴＶ）１に対して、表示中の共有動画（または関連共有動画）の動画コンテン
ツを紹介するページに係るＵＲＩ（例えば、「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を送
信するように指示する。
【０１０９】
　符号５０７は、制御装置（ＰＣ）２から動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に対して、表
示中の共有動画（または関連共有動画）を紹介するページに係るＵＲＩを送信するように
指示するステップである。
【０１１０】
　このとき、この実施の形態においては、上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）
１のメモリ部３３ｂには、表示中の共有動画（または関連共有動画）を紹介するページに
係るＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）が記録されている。したがって、こ
のメモリ部３３ｂに記録された表示中の共有動画（または関連共有動画）を紹介するペー
ジに係るＵＲＩを用いて送信指示することが可能である。
【０１１１】
　そして、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、上記表示中の共有動画（または関連共有
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動画）を紹介するページに係るＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）の送信指
示を受信すると、メモリ部３３ｂに記録された表示中の共有動画（または関連共有動画）
の動画コンテンツを紹介するページに係るＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」
）を制御装置（ＰＣ）２に対して送信する。
【０１１２】
　ここで、共有動画（または関連共有動画）の動画コンテンツを紹介するページに係るＵ
ＲＩについて説明する。
　ＤＬＮＡ規格においては、動画（または関連動画）の表示中にＵＲＩの送信指示を受け
ると、動画（または関連動画）のＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/108
0/mpeg4」）そのものを送信することが推奨されている。しかし、この実施の形態におい
ては、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、制御装置（ＰＣ）２がアクセスし易い形式で
表示中の共有動画（または関連共有動画）に係るＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abc
fg/」）を送信するようにしている。
【０１１３】
　この制御装置（ＰＣ）２がアクセスし易い形式について、説明する。
　上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に共有動画（または関連共有動画）が
表示されている場合、ＵＲＩは共有動画（または関連共有動画）のＵＲＩである。
【０１１４】
　すなわち、ＵＲＩは、例えば、図３（ａ）に示すように、「http://www.yyyyyyy.com/a
bcde/1080/mpeg4」や、図３（ｃ）に示すように、「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/1080
/mpeg4」の形式である。
【０１１５】
　これらの形式は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１の表示能力が考慮されており、すぐ
に動画を表示することができるので、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１からのアクセスに
は適している。
【０１１６】
　しかし、例えば、上記ＵＲＩにおける形式は、両者とも後尾の「1080/mpeg4」は制御装
置（ＰＣ）２の表示能力を示したものではないため、制御装置（ＰＣ）２からのアクセス
には適していない。
【０１１７】
　このため、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１から制御装置（ＰＣ）２に、表示中の共有
動画（または関連共有動画）に係るＵＲＩを送信する際には、制御装置（ＰＣ）２からの
アクセスに適した形式、すなわち表示中の共有動画（または関連共有動画）の動画共有サ
イトのある動画コンテンツを紹介するページ）のＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abc
fg/」）が望ましい。
【０１１８】
　すなわち、この実施の形態においては、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に動画（また
は関連動画）を表示中に、制御装置（ＰＣ）２からＵＲＩの送信指示を受信すると、動画
表示（再生）装置（ＴＶ）１は、表示中の動画（または関連動画）のＵＲＩ（「http://w
ww.yyyyyyy.com/abcfg/1080/mpeg4」）を送信するのではなく、表示中の動画（または関
連動画）の動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（「http://w
ww.yyyyyyy.com/abcfg/」）を送信する。
【０１１９】
　すなわち、上記例では制御装置（ＰＣ）２にとっては、「http://www.yyyyyyy.com/abc
de/」や、「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」というＵＲＩが望ましい。
【０１２０】
　符号５０８は、ＴＶに適したＵＲＩではなく、ＰＣアクセスに最適なＵＲＩ（ここでは
「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」）を制御装置（ＰＣ）２送信するステップである。
【０１２１】
　そして、制御装置（ＰＣ）２は、ＰＣアクセスに最適なＵＲＩを取得し、動画（または



(16) JP 2012-50017 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

関連動画）の動画共有サイトの動画コンテンツを紹介するページにアクセスし、書き込み
を行う。
【０１２２】
　この実施の形態においては、このような動画（または関連動画）の動画共有サイトの動
画コンテンツを紹介するページのＵＲＩが、制御装置（ＰＣ）２がアクセスし易いＵＲＩ
である。
【０１２３】
　符号５０９は、制御装置（ＰＣ）２から動画表示（再生）中の動画コンテンツのコメン
トを記入できるページにアクセスし、コメントを記入するステップである。
　図６は、実施形態に係わる動画表示装置における処理を説明するフローチャートの前半
部を示す図である。
　符号Ｓ１００は、ここでの開始ステップである。続いて符合Ｓ１０１を付したステップ
へ進む。
　符号１０１は、上記のように制御装置（ＰＣ）２に表示中の共有動画を動画表示（再生
）装置（ＴＶ）１に表示させるために、制御装置（ＰＣ）２が動画表示（再生）装置（Ｔ
Ｖ）１に、動画表示（再生）中の動画共有サイトの動画コンテンツを紹介するページのＵ
ＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を送信するステップである。続いて符合１
０２を付したステップへ進む。
【０１２４】
　符号１０２は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）が、制御装置（ＰＣ）から送信された動
画共有サイトの動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/a
bcde/」）を受信するステップである。続いて符合１０３を付したステップへ進む。
【０１２５】
　符号１０３は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、受信した動画共有サイトの動画コ
ンテンツを紹介するページのＵＲＩ「（http://www.yyyyyyy.com/abcde/）」から、自分
の表示能力に最適な動画コンテンツのＵＲＩ「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg
4」を得るステップである。
【０１２６】
　上記のように、動画表示装置（再生装置）１は、指示された動画共有サイトのある動画
コンテンツを紹介するページのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）
のＭＩＭＥタイプから、この動画表示装置（再生装置）１に表示するのに最適な組合せの
動画コンテンツのＵＲＩを得る。
【０１２７】
　すなわち、ここでは動画表示装置（再生装置）１は、上記動画コンテンツを紹介するペ
ージのＵＲＩ（図２（ａ）に示す「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）にアクセスして
得られるデータ（例えばHTML形式で記述）を解析し、図３（ａ）に示す「http://www.yyy
yyyy.com/abcde/1080/mpeg4」を得て、サーバ３に配信指示する。
【０１２８】
　なお、この動画コンテンツのＵＲＩを得る際には、例えば前記ある動画コンテンツを紹
介するページに含まれる動画コンテンツのアイテムリスト（例えばXML形式で記載される
）を取得する。ここでは、このアイテムリストには、解像度、フォーマット、タイトル名
、ＵＲＩなどの情報がアイテム毎に記載されているものとする。
【０１２９】
　動画表示装置（再生装置）１では、これらの情報から最も表示に適したアイテムを選択
し、この選択した動画コンテンツのＵＲＩ（ここでは「http://www.yyyyyyy.com/abcde/1
080/mpeg4」）を得る。
【０１３０】
　ここで、「1080」は上記動画共有サイトのＵＲＩから送信される映像の表示サイズ、「
mpeg4」は動画コンテンツが圧縮されている圧縮形式である。また、この動画共有サイト
のＵＲＩは、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１のメモリ部３３ｂに記録される。続いて符
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合１０４を付したステップへ進む。
【０１３１】
　符号１０５は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１がサーバ３に、得られたＵＲＩ（「ht
tp://www.yyyyyyy.com/abcde/1080/mpeg4」）に対応する動画コンテンツと、関連動画コ
ンテンツの情報を、送信指示するステップである。続いて符合１０６を付したステップへ
進む。
【０１３２】
　符号１０６は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、送信指示したＵＲＩの動画コンテ
ンツと、関連動画コンテンツの情報を受信するステップである。続いて符合１０７を付し
たステップへ進む。
【０１３３】
　符号１０７は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、受信した動画コンテンツと、関連
動画コンテンツの情報を動画表示（再生）制御するステップである。続いて符合１０８を
付したステップへ進む。
【０１３４】
　符号１０８は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１は、関連動画コンテンツの動画表示（
再生）指示を受信したかを判別するステップである。関連動画コンテンツの動画表示（再
生）指示を受信したと判別される場合は符号Ｓ１０９を付したステップへ進む（Ｙｅｓ）
。関連動画コンテンツの動画表示（再生）指示を受信したと判別されない場合はこの処理
を繰り返す（Ｎｏ）。
【０１３５】
　符号１０９は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、最後にアクセスした動画共有サイ
トにアクセスし、動画表示（再生）指示された関連動画コンテンツの動画共有サイト（関
連動画共有サイト）のＵＲＩを取得するステップである。このとき、上記のように、この
ＵＲＩはメモリに記録されている。このＵＲＩは、例えば、「http://www.yyyyyyy.com/a
bcfg/」である。また、ここで取得した関連動画共有サイトのＵＲＩは、メモリ部３３ｂ
に更新記録される。続いて符合Ｓ１１０を付したステップへ進む。
【０１３６】
　符号Ｓ１１０は、上記のように、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、取得した関連動
画共有サイトのＵＲＩから自分の表示能力に最適な関連動画コンテンツのＵＲＩを、上記
のように取得するステップである。
【０１３７】
　例えばＵＲＩは、「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/1080/mpeg4」である。続いて符合
Ｓ１１１を付したステップへ進む。
　符号Ｓ１１１は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、サーバ３に、得られたＵＲＩ（
「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/1080/mpeg4」）の関連動画コンテンツを送信指示する
ステップである。続いて符合Ｓ１１２を付したステップへ進む。
【０１３８】
　符号Ｓ１１２は、サーバ３が動画表示（再生）装置（ＴＶ）１に、指示されたＵＲＩの
関連動画コンテンツを送信するステップである。続いて図７に示す、符合１０３を付した
ステップへ進む。
【０１３９】
　図７は、実施形態に係わる動画表示装置における処理を説明するフローチャートの後半
部を示す図である。
　符号Ｓ１１３は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、上記送信指示したＵＲＩに対応
する関連動画コンテンツを受信するステップである。続いて符合Ｓ１１４を付したステッ
プへ進む。
【０１４０】
　符号Ｓ１１４は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、受信した関連動画コンテンツと
、他の関連動画コンテンツの情報を、動画表示（再生）制御するステップである。続いて
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符合Ｓ１１５を付したステップへ進む。
【０１４１】
　符号Ｓ１１５は、上記のようにユーザが制御装置（ＰＣ）２を操作し、書き込み等を行
うために制御装置（ＰＣ）２から動画（または関連動画）にアクセスするか否かを判別す
るステップである。制御装置（ＰＣ）２から動画（または関連動画）にアクセスすると判
別する場合は符号Ｓ１１６を付したステップへ進む（Ｙｅｓ）。制御装置（ＰＣ）２から
動画（または関連動画）にアクセスすると判別しない場合は符号Ｓ１１４を付したステッ
プへ進み、上記処理を繰り返す（Ｎｏ）。
【０１４２】
　符号Ｓ１１６は、制御装置（ＰＣ）２が動画表示（再生）装置（ＴＶ）に、動画表示（
再生）中の動画コンテンツの動画共有サイトのＵＲＩを送信指示するステップである。こ
こでのＵＲＩは、例えば、「http://www.yyyyyyy.com/abcfg/」である。続いて符合Ｓ１
１７を付したステップへ進む。
【０１４３】
　符号Ｓ１１７は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が制御装置（ＰＣ）２から、動画表
示（再生）中の動画コンテンツの動画共有サイトのＵＲＩの送信指示を受信するステップ
である。続いて符合Ｓ１１８を付したステップへ進む。
【０１４４】
　符号Ｓ１１８は、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１が、制御装置（ＰＣ）２に、メモリ
に記録されている動画表示（再生）中の動画コンテンツの動画共有サイトの動画コンテン
ツを紹介するページのＵＲＩ（「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」）を送信するステッ
プである。続いて符合Ｓ１１９を付したステップへ進む。
【０１４５】
　符号Ｓ１１９は、制御装置（ＰＣ）２が、動画表示（再生）中の動画コンテンツの動画
共有サイトのＵＲＩ（コンテンツ情報）を受信するステップである。続いて符合Ｓ１２０
を付したステップへ進む。
【０１４６】
　符号Ｓ１２０は、ユーザ操作により、制御装置（ＰＣ）２が、動画表示（再生）中の動
画コンテンツの動画共有サイトのＵＲＩにアクセスし、ユーザがコメントやお薦め等を記
入するステップである。続いて符合Ｓ１２１を付したステップへ進む。
【０１４７】
　符号Ｓ１２１は、例えば、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１への共有動画表示（再生）
に戻るために、制御装置（ＰＣ）２からのアクセスを中止するか否かを判別するステップ
である。制御装置（ＰＣ）２からのアクセスを中止すると判別する場合は、符合ＳＳ１１
４を付したステップへ進み、上記処理が繰り返される（Ｙｅｓ）。制御装置（ＰＣ）２か
らのアクセスを中止すると判別しない場合は、制御装置（ＰＣ）２からのアクセスを継続
する（Ｎｏ）。
【０１４８】
　この実施の形態においては、上記のように構成することによって、動画表示（再生）装
置（ＴＶ）１においても制御装置（ＰＣ）２等と同様に、動画共有サービスを利用するこ
とが可能になる。
【０１４９】
　また、動画について、例えば、書込み操作を行う際には、制御装置（ＰＣ）２等と同様
に行うことができるので、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１で書込み操作を行う際にユー
ザが感じる煩雑さを低減することが可能になる。
【０１５０】
　図９は、実施形態に係わる動画表示装置を用いた動画共有サービスのシステム構成の他
の例を示す図である。
　符号１ａは他の動画表示（再生）装置（ＴＶ）である。
　上記説明においては、制御装置２の一例としてＰＣを用いて説明を行ったが、この実施
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動画表示（再生）装置（ＴＶ）１ａを用い、上記と同様の動作を行わせることも可能であ
る。
【０１５１】
　このとき、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１ａは、上記説明した動画表示（再生）装置
（ＴＶ）１よりも書き込み等の操作が容易であることが望ましい。
　また、動画表示（再生）装置（ＴＶ）１ａは、携帯端末や携帯電話等の書き込み等の操
作がしやすい装置を用いることも可能である。
　図１０は、実施形態に係わる第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを、制御装置（
ＰＣ）が受信した際の表示画面の他の例を示す図である。
　図１０（ａ）は、制御装置（ＰＣ）２の表示画面を示す図である。
　ここでは、制御装置（ＰＣ）２の映像表示部（動画表示（再生）ＰＣ画面）である。
　符号４ｂは、共有動画にユーザ等が書き込みを行う書込みサイトのＵＲＩである。ここ
では、「http://www.yyyyyyy.com/abcde/comment/」である。
【０１５２】
　ここでは書き込み７は、「イスラエルの動物園で2か月前に生まれたライオンの赤ちゃ
ん。オスとメスの２匹の赤ちゃんは、初めての予防接種を受けた。２０１０年７月２６日
、カテゴリ:ペットと動物」となっている。
【０１５３】
　　図１０（ｂ）は、この動画共有サイトから送信される動画の、送信可能な複数の形式
を示す表である。
　符号６３は、上記共有動画の書込みサイトのＵＲＩである。ここでは、この共有動画の
書込みサイトのＵＲＩ「http://www.yyyyyyy.com/abcde/comment/」は、動画サイトのＵ
ＲＩ「http://www.yyyyyyy.com/abcde/」から取得可能である。
【０１５４】
　制御装置（ＰＣ）２は、共有動画の動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩ「http:/
/www.yyyyyyy.com/abcde/」とは異なる、この共有動画の書込みサイトのＵＲＩ（「http:
//www.yyyyyyy.com/abcde/comment/」）を受信することで共有動画に関する書込みを行う
ことが可能になる。
【０１５５】
　なお、上記実施形態は、記述そのものに限定されるものではなく、実施段階では、その
趣旨を逸脱しない範囲で、構成要素を種々変形して具体化することが可能である。
【符号の説明】
【０１５６】
　１…動画表示（再生）装置（ＴＶ）、２…制御装置（ＰＣ）、３…サーバ、４ａ…動画
共有サイトのＵＲＩ、４ｂ…動画のＵＲＩ、４ｃ…関連動画のＵＲＩ、４ｄ…関連動画共
有サイトのＵＲＩ、５…動画のタイトル、６…動画、７…書き込み、８ａ…関連動画、８
ｂ…関連動画、８ｃ…関連動画、６１…フォーマット、６２…画面サイズ。
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【図９】



(22) JP 2012-50017 A 2012.3.8
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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示する動画表示手段と、
　前記動画を表示中に自装置とは異なる装置から出力されたＵＲＩの送信要求を受信した
場合は、前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩを前記異な
る装置に出力するＵＲＩ出力手段を備える動画表示装置。
【請求項２】
　前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩは、共有動画に書
込みを行うことが可能なページのＵＲＩである請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項３】
　第１の動画を複数の画面サイズの形式で出力可能に構成する動画共有サイトのＵＲＩを
受信するＵＲＩ受信手段と、
　前記第１の動画が出力される形式を、前記受信された動画共有サイトのＵＲＩに基づい
て前記複数の画面サイズの形式の中から指定する動画出力形式指定手段をさらに備え、指
定された動画出力形式で前記動画を表示する請求項１に記載の動画表示装置。
【請求項４】
　前記受信された動画共有サイトは、前記動画共有サイトとは異なるが前記動画共有サイ
トに関連する動画である第２の動画を出力可能な関連動画共有サイトに係る情報を備える



(23) JP 2012-50017 A 2012.3.8

請求項３に記載の動画表示装置。
【請求項５】
　前記表示中の第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを記録するＵＲＩ記録部を備え
る請求項３に記載の動画表示装置。
【請求項６】
　前記表示中の第１の動画に係る動画共有サイトのＵＲＩを記録するＵＲＩ記録部を備え
、前記動画表示装置とは異なる装置から出力されたＵＲＩの送信要求を受信した場合に、
このＵＲＩ記録部に記録された前記動画共有サイトのＵＲＩを出力する請求項３に記載の
動画表示装置。
【請求項７】
　動画共有サイトに配信された動画を表示する表示部と、
　前記動画共有サイトに配信された動画を前記表示部に表示する動画表示手段と、
　前記動画を表示中に自装置とは異なる装置から出力されたＵＲＩの送信要求を受信した
場合は、前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩとは異なる
ＵＲＩを前記異なる装置に出力するＵＲＩ出力手段を備える動画表示装置。
【請求項８】
　動画表示手段が動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示するステップと、
　ＵＲＩ出力手段が前記動画を表示中に自動画表示装置とは異なる装置から出力されたＵ
ＲＩの送信要求を受信した場合は、前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介する
ページのＵＲＩとは異なるＵＲＩを前記異なる装置に出力するステップを備える動画表示
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　実施形態の動画表示装置は、動画共有サイトに配信された動画を表示部に表示する動画
表示手段を備える。
　また、前記動画を表示中に自装置とは異なる装置から出力されたＵＲＩの送信要求を受
信した場合は、前記動画共有サイトのある動画コンテンツを紹介するページのＵＲＩとは
異なるＵＲＩを前記異なる装置に出力するＵＲＩ出力手段を備える。
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